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（別紙）中部運輸局二次評価結果 令和7年3月27日付け中運交企第１６３号通知

自治体・協議会名 伊勢地域公共交通会議

二次評価結果

　評価できる取組

・おかげバスのブラッシュアップや再生可能エネルギー由来の電力を使用した電気バスの導入など様々な施策に
取り組まれ、ＥＳＴ交通環境大賞を受賞されたことを評価します。
・目標の達成に向け、周知や利用啓発といった取組の継続的な実施に加え、おかげバスの1日乗車券のデジタ
ルチケットの追加やGTFSリアルタイムの導入など、新規の取組も積極的に実施していることを評価します。
・開業した病院へのバス停新設や乗継割引の継続実施といった各施策が、おかげバス環状線の利用者数の年々
の増加に寄与していることを評価します。
・次期地域公共交通計画の策定が進んでいることを確認しました。

　期待する取組

・沼木地区自主運行バスについては、引き続き、関係者と連携・協働し、運行のあり方や利用促進などに係る検
討を進め、運転者や車両の確保等継続性を見据えた取組が進められることを期待します。
・現在準備中の神宮125社を公共交通で巡るモデルコースの紹介など、観光客や来訪者に向けた公共交通の利
用促進や地域の魅力の発信に関する取組の継続に期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送量が低迷している系統について、引き続き、利用促進や系統維持
に向け県や関係者と連携して取組を実施されるよう期待します。


